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※事務局記入欄 

№ B-8 

【様式２】 

部門名： 

働き方改革実践部門 

エントリー名： 

熊本大学教育学部附属中学校 

活動名： 

働き方改革の推進  ～附中の使命（研究と実習）との両立～ 

解決すべき課題： 

教職員の働き方改革は喫緊の課題である。それに加えて、熊本大学教育学部附属中学校の使命である教

育研究と教育実習の質を落さず、この改革に取り組むことが課題である。 

目標・方針： 

具体的には、①校務の効率化 ②校内研究の効率化 ③教育実習の効率化 ④教師の休暇の改善 ⑤

保護者等への働き方改革への理解・協力の増進 の５点について取り組むこととした。 

活動内容： 

①校務の効率化 
・教職員の勤務実態の把握し、管理職だけでなく職員も在校時間の意識化を図った。 
・月に２回の定時退勤日、週に１度の生徒の掃除なしの日を設定し日課にゆとりを持たせた。 
・学校行事の精選や入試業務の見直し、会議の縮小もおこなった。  
・部活動の活動時間を見直し、テスト終了日の部活動も休みとした。 
・３学期制をおこないつつ通知表を年２回の発行とした。またその内容も改善し合理化した。 
②校内研究の効率化   
・本校の校内研修では、授業研究に対して、時間を充分かけ多面的に深く検討する事を行ってきたが、終
了時間の設定を行い限られた時間で効率的に意見交換をするようにした。 
・授業研究を行う際の指導案の形式を大胆に変更。（資料１ 資料２） 

③教育実習の効率化   
・実習生の在校時間を短縮した。（勤務時間内での指導） 
・教育実習生に対する授業研究会の効率化、実習関係の文書の簡素化を図った。 

④教師の休暇の改善   
・夏期休業日に９連休を設定するとともに、各学期に１日の年休取得を義務化した。 

⑤働き方改革への理解・協力の増進  
・PTA 等への啓発活動を行うとともに、PTA 活動も簡略化を進めた。 

活動の成果： 

・生徒の体調不良やケガによる保健室への来室者の減少がみられた（グラフ１）。また、教育実習生は、実
習の時間が減っても実習に対する満足度は高く、全体の７５％の教育実習生が実習を通して教師になりたい
という気持ちが強くなったと感じている（グラフ２）。さらに、本校職員の在校時間の３割削減に成功した（グ
ラフ３）。そして、約５割以上の職員が研究に打ち込める時間が増えたと感じるようになった（グラフ４）。 

アピールポイント（アイディアや工夫）： 

・単なる働き方改革ではなく，教育研究と教育実習の質を落とさず改革を進めた。 
・働き方改革の成果として、保健室の利用者数が減った。このことの因果関ははっきりしないが、同様の報告が
大分大学教育学部附属中学校からもでている。 
・1 つ 1 つの実践の効果は小さいかもしれないが、できることを確実に実践することで学校全体としての成果を上
げることができている。 

＜写真、図表添付欄＞ 

                    

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１   簡略化した指導案  

資料２ 小研の場合に出す指導案の

代わりのメール  

グラフ１ 保健室利用数の変化  グラフ２ 教育実習生の変容  

グラフ３ 勤務時間外在校時間の変化  

増えた

変わら

ない

減った

研究に打ち込む時間

グラフ４ 研究に打ち込む時間の変化  


